
SDGs と ESG って何？ どんな関係？ 

 

清水 勝 

会社を離れると世の中の動きに鈍感になってしまい、新聞記事や企業の PR 等に SDGs

（エス・ディ・ジーズ）とか ESG というキーワードに出くわすと戸惑ってしまいます。ようや

く馴染んできた CSR とどう違うのでしょうか。 

 CSR(Corporate Social Responsibility)は「企業の社会的責任」であり、企業が利潤を追

求するだけでなく、社会に与える影響に責任を持つ共に社会に貢献する責任もある、と理解

しています。 

 SDGｓ（Sustainable Development Goals）は「持続可能な開発目標」の略称で 2015

年の国連サミットで採択され、2030 年までに持続可能な、より良い世界を目指す国際目標

だと知りました。その中身は 17 のゴール、そして 169 のターゲットがあります。 

 17 のゴールの主なものは『貧困』『教育』『性差別』『経済成長と雇用』『インフラ』『気候

変動』『海洋・陸上資源』です。（ターゲット例 参考１） 

 人類がこれからも発展し続けるためには、「今が良ければいい」「自分が良ければいい」 

ではなく、子や孫さらにその先の世代にも、幸せに暮らせる社会を実現しなければなりませ

ん。そのための世界共通目標が SDGs であり、世界の国々、地方団体、企業、市民等々の全

てを含んでの取組みです。 

 ESG は企業投資の新しい判断基準として注目されているものです。従来の企業価値を測

る方法は、業績や財務状況の分析が主流でしたが、企業の安定的かつ長期的な成長には、

E(Environment＝環境)や S(Social=社会）、G（Governance＝ガバナンス＝統治）への取

り組みが影響しているという考え方が広まっています。それだけに世界の機関投資家は投資

先を決定する際に ESG の要素を重視し考慮するという訳です。 

そうとなれば、企業は ESG を重視した事業展開をすることになり、結果として SDGs の

目標達成に繋がっていくという関係になると解りました。 

                                  

 

 

 

 

 

                                                     

＜参考１＞ ターゲット例 

貧困のターゲット例：2030 年までに現在１日 1.25 ドル未満で生活する極度の貧困者を無くす。 

＜参考２＞ サスティナビリティ推進室 

多くの企業では既に「サスティナビリティ推進室」を設置しています。 

例：トヨタ、味の素、住友化学、旭化成、サントリー、エプソン、商社、金融機関等々 

＜参考３＞ ESG の具体例 

 E：二酸化炭素排出量の削減、海洋中のマイクロプラスチック等の環境対策 等 

 S：社会への貢献、適正な労働条件、ダイバーシティ、ワーク・ライフ・バランス 等 

 G：不祥事の回避、リスク管理、情報開示、法令順守 等 


